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　　　　　　　　　　Abstract

　　Analytical　results　of8trace　elements　in　Ryoke　granites（25samples），their　constituting

biotite（250nes）and　homblende（100nes）by　atomic　absorption　method　are　presented。

　　　Brief　description　of　the　analyticε竜】method　used　is　also　given，

　　　The　contents　of　Zn，Co　and　V　in　the　granites　decrease　with　increasing　differentiation

index，whereas　t赴ose　ofLi，Cr　and　Ni　tend　to　scatter，and　Pb　and　Cu　are　almost　invariable．Rela－

tions　between　Mg　and　V，and　Fe　and　V　show　positive　correlation，but　those　between　Cr　and

Mg，andCrandFearenotsodistinct。TheratioofCrtoMginthegranit6sisthehighestamong

the　data　fbr　granites　presented　by　Kolbe＆Taylor（1966）and　Carr＆Turekian（1962）。

　　　Biotites　and　hornblendes　of　the　Ryoke　granites　are　characteristic＆lly　rich　in　Fe2＋・In　the

b玉otites，NiシCo，CrラandVdecreaseandZnincreaseswithdecreasing7η9－value，lnthe虹orn－

blendes，Co　and　V　decrease　and　Zn　increases　with　decreasing川g－value，Remarkable　concentra－

tion　ofZn　and　V　is　observed　in　the　biotites　and　hornblendes，and　occurrence　of　Pb，Cu，Ni　and

Cr　is　limited　in　these　minerals．Li　concentration　is　conspicuous　in　the　biotites。

　　　Though　the　R．yoke　granites　ofthe　district　are　divided　into　several　stages　from　their　order

ofintrusion　and　rock魚cies，their　chemical艶atures，major　and　trace　elements　show　nearly　the

same　dif琵rentiation　trend，However，the　Inagawa　granite　belonging　to　the　Younger　Ryoke

granites　has　lower　values　in　Ni　and　Cr　contents　t五an　any　other　granites，and　their　biotites　show

slightly　different　variations　on　Zn，V　and　Li　from　the　latter．

要 旨

　中部地方領家帯花周岩類の岩石25個と，それから分離

した黒雲母25個，角閃石10個の試料について・Zn，Pb，

Cu，Ni，Co，Cr，v，Liの8微量元素を分析した．

　本報告では，原子吸光分析法による分析値を示し，つ

ぎに岩石のD。1．一各微量成分関係図，岩石のMg－V，

Fe－V，Mg－Cr，Fe－Crの関係図，および黒雲母・角閃石

の窺9値（Mg2＋／Mg2＋＋Fe2＋＋Fe3＋＋Mn2＋）一各微量成

分図を示した．

　岩石中の微量成分は珪長質になるにしたがって，Zn・

Ni，Co，Cr，v含量は減少し，Liは増加する傾向がある・

また曜g値の減少に対し，黒雲母の微量成分はNi，Co，

Cr，V含量の減少が見られ，Znは増加する．角閃石に

ついては同傾向に対し，Co，Vの減少がみられ，Znは

増加する．黒雲母，角閃石中のZn，V含量は原岩石の

含量より高く，なおPb，Cu，Ni，Crは岩石とほぽ同程

度であることを明らかにした．

1．　まえがき

＊技　術　部

＊＊東北大学教養部

紳＊地　質　部

　わが国における深成岩類の主化学成分に関するデータ

は・最近飛躍的に増加している．とくに花闘岩質岩石に

っいては，ARへMAKletaL（1972）による総括があり，そ
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の結果によると，主要酸化物については顕著な直線回帰

が認められる．けれども，さらにくわしく地域的にみる

と・目本列島の中生代花崩質岩石の主化学成分および造

岩鉱物の性質が，場所によって少しずつ異なっているこ

とが明らかになっている．たとえば，北上山地の花崩岩

類と領家帯のそれとを比較してみると，岩石および造岩

鉱物中のMg／Fe比が明ら々＞に異なり（KANlsAwA・1975），

Fe－Ti鉱物も，磁鉄鉱を主にするか，チタン鉄鉱を主に

するかといった相違が認められる（金谷・石原，19731

蟹沢ほか，1975；津末・石原，1974）．このように，日

本列島における中生代花闘質岩石の岩石学的性質に地域

差がみられるということは，その成因を考える上で非常

に重要なことと思われる．

　火成岩の成因に関する論議において，微量成分を用い

る試みはこれまで多くの人々によって行われており，

たとえばCARRandTuREKIAN（1961，1962），TAYLoR

（1965），TAYLoR　et　aL（1969），KoLBE　and　TAYLoR（1966）

などの報告がある．しかしながらわが国においては，微

量成分に関する研究は必ずしも多くなく，とくに花商岩

類およびその中に含まれる造岩鉱物についての総合的な

データは少ない．そこで筆者らは，原子吸光分析法によ

る花闇岩類およびその中の造岩鉱物に含まれる微量成分

の検討を始めた。今回はまず，分析方法および中部地方

領家帯の花商岩類およびその中の黒雲母・角閃石につい

てのデータを報告する．さらにくわしい岩石学的事実に

関しては改めて報告する予定である．

　なお，岩石および鉱物の主成分分析は蟹沢1）により，

微量成分分析は後藤によった．

　なお，この研究をすすめるにあたって，技術部東野徳

夫・藤貫正，物理探査部金谷弘，元所員太田良平の各氏

からは，多くの御教示を得ることができた．以上の方々

に深甚な謝意を表する．

2・　微灘成分の定量方法

　2．1装　　置

　目本ジャーレルアッシュAA－781型原子吸光分析装置

を使用し，光源はZn，Cu（日立製），Pb，Co，Cr，V（浜

松テレビ製），Ni，Li（ウエスチングハウス製）の各単元

素用中空陰極ランプを使用した．

　Zn，Pb，Cu，Ni，Co，Liの定量には空気一アセチレン

フレームで水冷式スロットバーナー（100×0・5mm）を

使用し，Cr，Vの定量には亜酸化窒素一アセチレンフレ

ームで水冷式スロットバーナー（50×0．4mm）を使用し

た．Ni，Coは水素熱陰極重水素ランプでバックグラン

ドの補正を行った．

　2．2測定条件
　各成分の定量にあたっては，基礎的条件を検討した結

果，最適測定条件を第1表のように定めた．

　2．3試　　薬

　本実験に用いた標準原液は市販（関東化学株式会社）

の原子吸光分析用標準原液（1mg／mJ）を希釈して用い

た．共存する主成分元素の影響を除くために，花闇岩・

黒雲母および角閃石のそれぞれに相当する組成を作成し

て利用したが，それに使用した試薬としては。いずれも

特級の硝酸アルミニウム・塩化第二鉄・酸化マグネシウ

ム・炭酸カルシウム・塩化ナトリウム・塩化カリウムを

用いた．

　2。4標準溶液の作成

　原子吸光分析法による，けい酸塩岩石中の微量成分定

量法および基礎的諸条件については寺島（1971）が詳細

第1表分析最適条件
Optimum　analysis　conditions．

Zn Pb Cu N1 Co Cr V L1

　　　　　ロWavelength（A）

Lampcurrent（m）
H．L．B。＊（とm）

　　　C2H2f1・w（1／min）

Flame　Alrflow（1／min）

　　　N20f1・w（1／min）

2139

　10

　0。7

　2．5

　12．0

2170

　8

　0．7

　3．0

　13．0

3248

　10

　0．7

　2．5

　12．0

2320

　10

　0．7

　3。O

　l3。0

2407　　　3579　　　3184

　15　　　15“　　18

　0．7　　　　0．6　　　　0。5

　3．0　　　　6。5　　　　6．5

　13。0　　一　　　＿

　一　　　8．5　　8．5

6708

　8

　0．2

　4．0

　12。0

　玄　Hel　ght　of　l　lght　beam　above　burner．

1）KAMsAwA（1975）が20個の岩石とその中に含まれる角閃石の分
析値を公表してある．それ以外の主成分分析値は近く公表を予定し

ている．
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な検討結果を報告しており，岩石中の主成分の存在量と

同量のCaを添加して標準溶液を作成している．筆者ら

は標準溶液として，主成分によるマトリックス効果を抑

制するため，各岩石試料の組成に近い溶液を調製し，そ

の中に各元素を段階的に添加したものを用いた．すなわ

ち，花闘岩組成としてAl20313．86％，Fe2032・53％，

MgO　O。50％，CaO1．33％ラNa203。08％，K205，46％1

黒雲母組成としてAI20313．88％，Fe2032L14％，MgO

11．80％，CaOO．28％，Na200．57％，K208。80％；角閃

石組成としてA120312，50％，Fe20315。79％，MgO　ll。43

％，CaO10．90％，Na202。20％，K200，41％をもとに

して試料溶液の調製法に合せて上記成分が同量含有する

溶液を調製し，その溶液中にZn，Pb，Cu，Ni，Co，Cr，

V，Liなどの標準原液を希釈し，0－10ppmになるよう

に加え，硝酸約0。8N，塩酸約0．05Nとなるように調節

して標準溶液系列を作成した．

　2．5試料分解法
　あらかじめ水で湿したテフロンビーカー（100mJ）に

岩石粉末試料LO　gを正確にはかり取り，ふっ化水素酸

10mJを加えて一夜間放置し，つぎに白金線で試料をか

き混ぜ，濃硝酸5mJと過塩素酸3mJを加え，砂皿上

（250－300℃）で加熱分解する．過塩素酸白煙が生じ始め

ても，未分解の試料が認められれば，さらにふっ化水素

酸5mJを加えてほとんど蒸発乾固する（完全に乾固し

てはいけない）．これに硝酸（1＋1）5mJ，塩酸（1＋1）0。4

m’と温水を加え・ふたたび砂皿上で少し加熱し・塩類

を溶かす．冷却後メスフラスコ（50mJ）に移し入れ，水

で定容として試料溶液とする．

　黒雲母・角閃石の場合は試料0・5gを正しくはかりと

り，以下前記の岩石粉末試料のときと同様に加熱分解

し，冷却した後メスフラスコ（25m♂）に移し入れ，水で

定容として試料溶液とする．

3．分析結果

　3．1標準試料の分析結果

　前節で述べた分析方法にもとづいて，地質調査所作成

の岩石標準試料JG－1，JB－1の微量元素の定量を行った結

果を第2表に示す．この結果と，1974年までに集計され

た同試料に対する分析結果の平均値（ANDo　et　aL，1974）

とは非常によい一致を示す．

　3．2花嵩岩類中の微鰻成分

　花商岩類中の微量成分の分析結果は第3表に示され

る。主成分と微量成分との関係を示すために，また，マ

グマの分化が進むにつれ微量成分がどのような挙動をす

るかを明らかにするために，岩石の微量成分とD。L

（di饒rentiation　index）との対応関係を第1図に示した，

　この図から明らかなことは，岩石が珪長質になるにし

たがいZn，Co，Vは著しく減少することである．Ni，

Crもほぽ同様な傾向がみられるが，珪長質になるほど

ばらつきが大きくなる．LiはD・Lの増加にしたがって

増加の傾向を示すけれども，D．L＝74付近に最大値が

みられる．PbおよびCuはほとんど変化を示さない．

また各微量成分とD．Lとの関係は，岩体毎の大きな差

は認められず，成分含量の違いは，主として，その岩体

が全体として苦鉄質であるか珪長質であるかを反映して

いると考えられ，全般的にはほぽ同一の変化曲線で表さ

れるとみてよい．ただし，NiおよびCrについてはン

伊奈川花崩岩は，他の岩体に比べてやや少ない傾向があ

る．

　PbおよびCuの平均値はそれぞれ10ppm，21ppm
で，この値は，TuREKIAN　and　WEDEPoHL（1961）による

花商閃緑岩中の平均値（Pb：15ppm，Cu：25ppm）に近

いものである．Niは15－42PPm，Vは10－101PPmの

範囲にあって，v／Ni比は3・4－o，6の間にあり，一般的

　　　　　　第2表　標準試料の微量成分分析値
Analytical　data　fbr　minor　elements　in　standard　silicate　rocks（ppm）．

JG－1 JB－1

present　study
一
X
c present　study

一
X
c

Zn 31 40 80 84

Pb 24 25．9 12 10．6

Cu 2．8 3．9 55 55．7

Ni 5 8．2 135 135

Co 6 6．4 40 39．1

Cr 51 52．7 425 405

V 26 24 220 211

Li 90 94 11 11．4

Xc　　　Consensus　mean　val　ue（1974）．
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　　　　　　　　第3表　領家花樹岩の分化指数（D．L）と微量成分値
Trace　elements　abundances（ppm）and　difnerentiation　index（D。1．）in　some　Ryoke　granites．

Sampl　e　No． Zn　　　　Pb　　　　Cu　　　　Ni　　　　Co　　　　Cr　　　　V　　　　　LI　　　　　D．1．

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

74081402

73081102

71081401

71081405

71081407

71081408

71081404

71081410

71081411

71081412

71082801

73081205

73081002

73081003

73081006

72N－55

72N－57薩

72N－65

72N－96

73081201

73081204

72N－26

72N－70

72N－71

72N－92

45

78

87

71

77

80

70

54

77

34

61

58

57

67

86

40

49

92

59

58

47

73

64

81

66

24

21

23

23

24

20

17

15

18

21

21

20

18

18

21

22

28

23

18

24

ao

18

18

28

24

8
11

11

5
16

9
11

11

12

6
13

13

9
9
9
9
6
9
10

12

8
11

10

13

13

20

30

32

30

30

30

42

32

28

23

23

16

23

16

22

16

17

29

28

19

15

35

34

31

34

6
10

16

14

18

17

9
6
14

9
6
7
7
11

9
4
7
14

8
7
5
3
9
11

11

33

47

72

63

66

66

69

53

46

36

38

28

45

31

39

28

40

58

50

38

22

58

59

58

56

38

30

85

71

101

78

24

24

44

15

25

28

26

30

38

10

19

50

30

30

23

59

30

44

40

29

18

15

24

16

12

9
7
13

19

11

14

17

27

24

35

28

32

31

28

30

16

21

32

52

80．28

65．15

60．44

64．45

57．39

55．97

80，（3

81．03

67．76．

79．99

75．68

81．33

75．04

73，06

75．55

75。73

80．31

61．95

76．55

72．96

78．43

66，07

77．82

71．69

74．49

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

lL
12．

13．

隻4．

15．

16．

17．

18．

19．

20．

2L
22．

23．

24．

25，

　Takato　granitel　biotite　granite（高遠花嵐岩，長野県伊那市手良蟹沢）．

　Ichidagranite；biotitegranodiorite（市田花嵩岩，同県上伊那郡飯島町与田切川中流）．

　H坦quartzdiorite；homblende－biotitequartzdiorite（非持石英閃緑岩，同県同郡長谷村大明神）、

　Ditto；ditto（同石英閃緑岩，同県同郡同村女沢）．

　Ditto；ditto（同石英閃緑岩，同県駒ケ根市中沢分杭峠西）．

　Ditto3ditto（同石英閃緑岩，同地点）．

Minakata　granite；homblende－biotite　qranodiorite（南向花嵩岩，同県上伊那郡長谷村女沢）．

　Ditto；ditto（同花闘岩，同県駒ケ根市中沢桃の平東方）．

　Dittolhomblende－biotitequartzdiorite（同花闘岩，同地点）．

　Dittolhomblende－biotitegranodiorite（同花嵩岩，同地点）．

　Ikuta　granitel　homblende－biotite　granodiorite（生田花嵐岩，同県上伊那郡中川村小渋ダム北岸）、

　Ditto；ditto（同花嵩岩，同県下伊那郡松川町塩倉西方）．

　Inagawagranite；homblende－biotitegranodior五te（伊奈川花嵩岩，同県飯田市松川入）．

　Ditto；homblende－biotitequartzdiorite（同花尚岩，同県同市松川下流）．

　Ditto3homblende－biotitegranodiorite（同花嵩岩，同地点）．

　Ditto；biotitegranodiorite（同花嵩岩シ愛知県北設楽郡稲武町横川南東）．

　Ditto3ditto（同花南岩，同県同郡同町横川東）．

　Dittol　homblende－biotitequartz　diorite（同花嵩岩，長野県下伊那郡根羽村大又）．

　Ditto；biotitegranodiorite（同花樹岩，同県同郡平谷村五軒小屋）．

　Tenryukyogranitel　cummingtonite－bearing　hornblende－biotitegranodiorite（天竜峡花嵩岩，同県同

郡豊丘村神稲）．

　Ditto；homblende－b五〇titegranodiorite（同花闘岩，同県同郡喬木村上氏乗）。

　Ditto；cummingtonite－bearinghornblende－biotitequartzdiorite（同花嵩岩，愛知県幡豆郡吉良町宮崎）、

　Ditto3biotite　quartz　diorite（同花嵩岩，同県北設楽郡東栄町大入），

　Ditto3bめtitegranodiorite（同花嵩岩，同地点）．

　Ditto；biotitegranodiorite－granite（同花嵩岩，岐阜県恵那郡上矢作町達原）．
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中部地方，領家帯花醐岩類の岩石・黒雲母および角閃石中のzn，Pb，Cu，Ni，Co，Cr，v，Liについて
　　　　　　　　　　　　（後藤隼次・蟹沢聰史・片田正人）
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　　　　　第1図　領家花嵩岩の分化指数と微量成分値との関係
Relationship　between　dif琵rentiation　index　and　trace　elements　of　the　Ryoke　granites．

にはv／Ni＜2を示す。非持石英閃緑岩だけがv／Ni＞2，

他はすべてv／Ni〈2で，総平均値は1・5である．

　つぎに，VおよびCrのFe，Mgに対する変化は，第

2，3図により示される．Mg－V，Fe－Vの相関性に比

較して，Mg－Cr，Fe－Crの相関性がよくない．第3図の

Mg－Cr関係からすると，CARR　and　TuREKIAN（1962）お

よびKoLBE　and　TAYLoR（1966）による花崩岩・花崩閃

緑岩のデータに比較して，本地域の花崩岩類はCr／Mg

比が非常に高い。また第2図のFe－V関係を示す破線は，

KoLBE　and　TAYLoR（1966）の同関係の線よりFe含有量
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Mg－Cr　and　Fe－Cr　relations｛br　the　Ryoke　granites．The　straight　lines　represent　the　statistical　Iines　of　best丘t

calculated　by　Carr　and　Turekian（1962）and　by　Kolbe　and　Taylor（1966）fbr　their　granite　data，

の多い箇所にプロットされる．

3．3黒雲母中の微鰻成分

黒雲母中の微量成分の分析結果は第4表に示されてい

る．本地域の黒雲母の主化学成分は，第4図に示される

ように，いずれもFeに富むものである．この事実は，

他地域の黒雲母，たとえば同図に一緒にプロットされて

いる北上山地の中生代花崩岩類中の黒雲母と比較して著

しく異なる点である．

主成分と微量成分との関係は，第5図に，瀧g値（Mg2ッ

Mg2＋＋Fe2＋＋Fe3＋＋Mn2＋）に対する微量成分の変化で

示した．この図からいえることは，舵g値の減少に伴

い，Znは著しく増加し》Ni，Co，Cr，Vが減少すること

である．Liはやや増加の傾向を示すらしいが，かなり

ばらつく．各岩体別の変化は認めにくいけれども，この

中で伊奈川花崩岩の黒雲母中のZn，V，Liの変化が著し

い．つまり，伊奈川花商岩の黒雲母では，規g値の減少に
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中部地方，領家帯花嵩岩類の岩石・黒雲母および角閃石中のZn，Pb，Cu，Ni，Co，Cr，V，Liについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　（後藤隼次・蟹沢聰史・片田正人）

　　　　　　　　　　　　　　　　第4表　黒雲母の微量成分値と1η9一値
　　　　　　　　　　Trace　elements　abundances（ppm）an山ηg－value　in　biotites，

No。 Zn　　　　Pb　　　　Cu　　　　Ni Co　　Cr　　V　　　Li　　η19

1’

2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

38

33

31

37

30

33

35

32

32

38

31

36

36

31

33

35

32

31

35

33

33

31

33

28

36

13

4
3
8
6
4
7
3
25

17

11

8
3
3
5
7
3
3
5
9
11

5
4
3
10

33

16

27

15

31

24

10

11

13

22

9
13

8
11

13

13

13

馨4

13

27

21

20

22

24

58

37

38

52

55

68

55

45

42

49

44

36

43

40

42

38

36

39

46

45

45

45

51

46

47

49

58

28

76

52

79

79

17

19

35

39

　7

19

27

17

23

14

21

20

17

48

43

45

38

36

104

301

164

374

381

419

335

282

242

297

244

164

233

282

221

236

156

187

202

294

282

244

347

252

271

271

220

109

69

143

159

100

80

133

122

265

169

206

228

270

233

700

254

167

235

247

347

122

203

203

359

0。291

0．325

0．414

0．415

0．447

0．409

0。238

0．226

0．357

0．282

0．182

0．265

0．276

0，272

0．263

0．217

0．265

0．283

0．273

0．282

0．280

0．329

0．284

0．287

0．361

MgO

50

ΣFeO　　　　　　　　　　　50　Al203
　第4図　領家帯および北上山地花嵩岩の黒雲母のMgO一ΣFeO－Al203関係
MgO一ΣFeO－Al203ratios　fbr　biotites　of　the　Ryoke　and　the　Kitakami　granites．

K　represents　the　area　for　the　Kitakami　gran圭tes，and　R食》r　the　Ryoke　granites，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　53一（109／
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　解9＝Mg2＋／（Mg2＋十Fe2＋十Fe3＋十Mn2＋）　　　　　　　　窺9

　　　　第5図　領家花嵐岩の黒雲母の7π9値と微量成分値との関係
Relationship　between椛g－value　and　trace　elements　of　biotites　of　the　Ryoke　granites。

対してZn，Liの増加とVの減少が急激である．Pb，Cu

はほぽ一定の値を示し，岩石中における傾向と調和して

いる．なお，非持石英閃緑岩の黒雲母は一般にCr，Vに

富む．またこの岩石中のZnは，岩石中には他岩に比較

して最も多く，黒雲母中には最も少ないという特徴があ

る．

　岩石中と黒雲母中の微量元素の絶対量の量的関係をみ

ると，Pb，Cu，Ni，Crはほぼ111の対応を示し，双方

にほぼ同量含まれる．これに対し，Zn，Co，V，Liは，

黒雲母中に岩石全体のほぼ5－10倍濃集している．そして

v，Liは，岩石中の含有量の多いものほど黒雲母にも多

く含まれている．

　3．4　角閃石中の微鐙成分

　本地域の花闘岩類中の角閃石は，一般にF¢2＋および

Alに富むことで特徴づけられる（KANlsAwA，1975）．角

閃石中の微量成分の分析値は第5表に示される．また微

量成分と窺g値との関係は第6図に示される．

　これから明らかなように，規g値の減少に従って，Zn

は著しく増加し，Vは減少する．Coも減少の傾向を示

す．Pb，Cuはほぼ一定で変化せず，Ni，Crは，η9値の

減少にしたがってやや増加する傾向があり，この点は黒

雲母の傾向と逆になっている．No．21（天竜峡花闇岩）

の角閃石は，Ni，Crの含有量が他に比べて著しく多い

が，他の成分に関してはこのような差がみられないとこ

ろをみると，鉄鉱物などの混入による異常値ではないと

考えられる．Liは角閃石中には，黒雲母中に比べてそ

の含有量が非常に少ない．また黒雲母の場合と同じく，

非持石英閃緑岩中のZnは，岩石中には他と比べて多く，

角閃石中には少ない．

　角閃石中の微量成分は，黒雲母の例と同じく，Pb，Cu，
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中部地方，領家帯花嵐岩類の岩石。黒雲母および角閃石中のZn，Pb，Cu，Ni，Co，Cr，V，Liについて
　　　　　　　　　　　　　　　（後藤隼次・蟹沢聰史・片田正人）

　　　　　　　　　　　　　　第5表角閃石の微量成分値と7η8一値
　　　　　　　　Trace　elements　abundances（ppm）an山ηg－value　in　homblendes．
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　窺g＝Mg2＋／（Mg2＋十Fe2＋十Fe3＋十Mn2÷）　　　　　　　　　3ηg

　　　　　　第6図　領家花嵐岩の角閃石の7ηg一値と微量成分値との関係
Relationship　between配g－value　and　trace　elements　ofhomり1endes　of　the　Ryoke　granites．

Ni，Crにっいては，岩石中の含有量に対してほぼ1：1

の割合で存在しているのに対し，Zn，Vはほぼ約7倍程

度濃集している．Liは角閃石中にはほとんど濃集して

いない．

4．　ま　と　め

　中部地方領家帯花崩岩およびそれに含まれる黒雲母・

角閃石の微量成分の挙動には，次のような傾向が認めら

れる．

　岩石の微量成分については，珪長質のものほどZn，Ni，

Co，Crなどの遷移元素の量の減少が目立つ．ただしNi，

Crは，珪長質になるほどばらつきが目立っている．Li

は珪長質になるにつれてやや増加の傾向を示すが，さら

に分化が進むと再び減少する，Liは，そのイオン半径

（0．78A）から考えて，Mgを置換すると考えられている

が，分化が進むにつれて置換の割合は減少するのであろ
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う．Pb，Cuは，主化学成分の変化にかかわらず一定で

ある．

今回の黒雲母および角閃石はいずれもF♂＋に富むと

いう特徴をもっているが，微量成分についてみると，黒

雲母では，鍛g値の減少に伴い，Ni，Co，Cr，vの減少と

Znの増加がみられ，Liはやや増加の傾向を示しながら

もかなりばらつく．角閃石においては，窺g値の減少にし

たがい，Co，Vの減少とZnの増加がみられるが，Ni，

Crは若干増加の傾向がある．黒雲母・角閃石には，Zn，

vが著しく濃集するのに対し，Pb，Cu，Ni，Crは岩石中

に含まれると同程度しか存在しない．Liは黒雲母に著

しく濃集する．

本地域の領家花闇岩類は，貫入関係・岩相などにより

いくつかのステージに分けられており・さらに濃飛流紋

岩類との関係から，古期および新期領家花崩岩類に分け

られている（山田・仲井，19691山田，1971三領家団研

グループ，1972）．しかし黒雲母および角閃石の主化学

成分は，いずれもFe2＋に富むものであって（HOMMA，

19741KANlsAwA，1975），このような両鉱物の化学的性

質は，領家帯の花闇岩類全般についてほぼ共通している

ことである．微量成分に関しては，各岩体毎の個数が少

ない現段階では，はっきりしたことはいえない．しかし

主化学成分値と合わせて推定するならば，各岩体は，岩

体全体が珪長質か苦鉄質かの差異はあるにしても，それ

ぞれにあまり異なった分化経路を経てきたと．は認め難

く，全体としては似たような経路を経てきたものと考え

られる．

　ただしその中でも，伊奈川花闘岩については，Ni，Cr

が他よりやや少ない傾向があり，その黒雲母は，Zn，V，

Liの変化が若干特異である．また非持石英閃緑岩では，

V／Ni比がやや大きく，Znの他花崩岩類に対する相対量

が，岩石と黒雲母・角閃石では逆の関係を示している．

このような諸事実は，岩体個々の特徴として注目すべき

であろう．
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